
〇新旧対照表（詳細版）

種類 名称 幅員 延長・面積 幅員 延長・面積 変更概要 具体事由

１０．０～ １０．０～

１５．０ｍ １５．０ｍ

区第２号線 ９．０ｍ 約２００ｍ ９．０ｍ 約２００ｍ

区第３号線 ４．０ｍ 約２００ｍ ４．０ｍ 約２００ｍ 配置変更 南側の調整池（１号）拡大に伴うもの

区第４号線 １０．０ｍ 約　４０ｍ １０．０ｍ 約　４０ｍ

公園１号 － 約２，８００㎡ － 約２，８００㎡

公園２号 － 約２，８００㎡ － 約２，８００㎡ 配置変更
北側の調整池（２号）の縮小と区第１号線のカーブ線形見直しに伴
うもの

公共緑地 － 約３００㎡ － 約５００㎡ 拡大 区第１号線のカーブの線形見直しに伴うもの

緩衝緑地１号 １５．０ｍ 約８，５００㎡ １５．０ｍ 約８，５００㎡

緩衝緑地２号 １５．０ｍ 約６，５００㎡ １５．０ｍ 約６，５００㎡

緩衝緑地３号 １５．０ｍ 約２，０００㎡ １５．０ｍ 約１，１００㎡ 縮小 南側の調整池（１号）拡大に伴うもの

緩衝緑地４号 １５．０ｍ 約４，０００㎡ １５．０ｍ 約４，０００㎡ 縮小
北側の調整池（２号）縮小に伴うもの
※100㎡未満の変更のため、計画書上の数値変更はなし

０．５５～ ０．５５～

２．５ｍ ２．５ｍ

水路２号 ２．５ｍ 約２００ｍ ２．５ｍ 約２００ｍ

水路３号 ０．５５ｍ 約１００ｍ － － 廃止
隣接する敷地から産業団地内への雨水流入がない箇所について、水
路を廃止したもの

調整池１号 － 約１５，６００㎡ － 約２８，２００㎡ 拡大

➊周辺宅地や国道の沈下・陥没が起こらないよう、地下水や地質の
影響を考慮し、当初設計のものから浅くし、必要貯留量を確保する
ために、その分広くした
➋管理用道路の幅員を車両が通行可能な幅員から歩行可能な幅員ま
で縮小した

調整池２号 － 約５，０００㎡ － 約４，５００㎡ 管理用道路縮小 ➋と同様の変更によるもの

道路

区第１号線 約８００ｍ 約８００ｍ

雨水貯留
浸透施設

詳細に設計を進めたところ、区第１号線と水路１号が一部干渉して
しまうことが判明したため、区第１号線のカーブの線形を内側に修
正したもの

隣接する敷地から産業団地内への雨水流入がない箇所について、水
路を縮小したもの
※東和アークス敷地内に雨水処理施設があるため

一部配置変更

公園

緑地
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水路１号 約６７０ｍ 約５４０ｍ 縮小
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